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資料２：オーストラリア、イギリスにおけるがん検

診の現状について 
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対象とするがんの死亡率を減少させるには、

「有効な検診を、正しく行う」
必要がある。

正しくとは：
設定した対象者に多く受けてもらう

（受診率を上げる）
質の高い検診を提供する

（精度管理を徹底する）



オーストラリアがん対策担当機関視察
(2007.7.29-8/7)

Sydney, New South Wales
（人口600万人）

•Cancer Institute, NSW (7/30-8/1)
•Cancer Council, NSW (8/6-7)

Melbourne, Victoria
（人口５００万人）

•Cancer Council, Victoria (8/2-3)



• オーストラリアの乳がん検診は、連邦政府と州が共同して行われて
いる。

• BreastScreen Australiaは、無症状の50-69歳の女性に対して2
年に1回の検診を提供することで、30%の死亡減少を達成するた
めに、国のプログラムとして設立された。

• 現在のところ、国のプログラムは40歳以上の女性が受診可能とし
ているが、50-69歳を対象年齢としている。これは、現在の科学
的証拠よれば、この年齢層が住民ベースの検診を実施することで、
最も大きな利益をうけることが判明していることによる。

• 1991年からこうした検診を実施してきて、現在国レベルで見直し
を進めている。議論がある点は、対象年齢（70歳代に広げるか、
45歳に下げるか）。

オーストラリアの乳がん検診（１）



• 国レベルで定めた精度管理プログラム（Australian National 
Accreditation Standard (NAS))があり、10領域173項目につ
いて、基準が定められている。

• 精度管理の対象としては、50-69歳の女性に限定しており、州政
府は、国の決めた基準を守ることを求められている。

オーストラリアの乳がん検診（２）



オーストラリアの乳がん検診（３）

合計
１７３項目

１０領域



オーストラリアの乳がん検診（４）



オーストラリアの乳がん検診（５）


